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【 地 区 大 会 本 会 議 】 

本会議場：宇都宮グランドホテル 

 プログラム 

9:05 開会・点鐘 

 国歌斉唱・ロータリーソング(四つのﾃｽﾄ)斉唱 

 物故者黙祷    

 開会の言葉 

 歓迎の言葉 

 ご来賓・地区外ロータリアン、クラブ紹介 

9:30 ガバナー挨拶並びに現況報告 

9:50 RI 会長代理挨拶並びに RI 現況報告 

10:15 来賓祝辞 

10:25 大会委員会報告 

 ・登録委員会 

 ・資格審査委員会 

 ・決議委員会 

 ・大会決議案採択 

 ・選挙管理委員会 

10:40 記念事業目録贈呈 

 祝電披露 

11:00 記念セミナー 

｢栃木県のブランド力 UP！へのシナリオ｣ 

～団子 3 県から抜け出すには？ 

ブランド総合研究所 田中 章雄 氏 

 12:00 ――――――【 昼食・休憩 】―――――― 

 12:40 特別参加者紹介 

・ロータリー財団学友会 

・米山記念奨学生 

・派遣学生帰国報告 

・RYLA 

・インターアクトクラブ 

・ローターアクトクラブ 

・青少年交換学生紹介 

13:50 記念ワークショップ研修会 

【ロータリーを語ろう】 

  元 RI 会長 田中 作次 氏 

  元 RI 研修リーダー 中村 靖治 氏 

 15:10 ―――――――【 休 憩 】――――――― 

 15:20 ガバナー補佐紹介 

 地区内クラブ紹介 

 15:40 各種表彰 

 意義ある業績賞 

 ロータリー財団功労賞 

 RI 会長賞 第 2550 地区 

 財団大口寄付者表彰 

 ガバナー賞 

 会員増強優秀賞 

 ローターアクトクラブ地区功労賞 

 インターアクト地区功労賞 

 功労賞 

 地区功労奉仕賞 

 第 1 回地区ゴルフ選手権優勝者表彰 

16:10 記念品贈呈 

 RI 会長代理ご夫妻に記念品贈呈 

 直前ガバナー、直前地区幹事、 

直前地区会計長 

新入会員紹介 

ガバナーエレクト・ノミニー紹介 

16:30 次期地区大会ホストクラブ挨拶 

RI 会長代理所感 

 ガバナー謝辞 

 閉会の言葉 

16:50 閉会の点鐘 

MU会場案内 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 
宇都宮 90 東武ホテルグランデ 
小山中央  思水荘 

真 岡 西 フォーシーズン静風 
宇 都 宮 東武ホテルグランデ 
宇都宮東 ホテルニューイタヤ 

益   子 益子カントリー 
しもつけ 石橋商工会館 

宇都宮西 東武ホテルグランデ 
宇都宮北 宇都宮グランドホテル 

小山東 小山グランドホテル 
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 ガバナー挨拶   太城 敏之 様 

第 2550 地区大会にあ

たりイアン H.S.ライズ

リーRI 会長は『ロータリ

ー：変化をもたらす』と

発信され、ロータリーの

目標を実現するためには

「真の変化が必要であ

る」と強調しました。ロ

ータリ奉仕活動がこれからも成長・存続し続けるため

にも、この度の地区大会に RI 会長代理として RI 理事

である石黒慶一様ご夫妻を要請されてくださいまし

た。私共が尊敬しております石黒慶一 RI 理事をお迎

えし、地区大会が開催されることは、大変光栄に存じ

ます。 

そして、栃木県知事 福田富一様、宇都宮市長 佐藤

栄一様を始め、ガバナー・パストガバナー・ガバナー

ノミニーのご来賓の皆様、多数の地区内外のロータリ

アン、並びにご家族の皆様のご参加を頂きましたこと

は、誠に有難く心から感謝申し上げますと共に、厚く

御礼を申し上げます。 

石黒会長代理は国際ロータリー第 2550 地区鶴岡西

ロータリークラブに所属、地区ガバナーを経て 2017-

19 年度 RI 理事としてご活躍されており、地元山形歯

科医師会会長、日本歯科医師会副議長としてもご尽力

されました。ロータリー奉仕活動のなか、私共の地区

大会にご出席頂きまして、誠に有難く深く感謝申し上

げます。 

この度の地区大会には、2012-13 年度国際ロータリ

ー田中作次元会長にご列席を頂き、「ロータリーを語

ろう」と題して中村靖治氏(D2770 パストガバナー)と

共に記念講演をいただくことになっています。 

申すまでもなく地区大会は、地区ロータリアンとそ

の家族が親睦を深め、友情の輪を広げる年一度の交歓

の場であります。本年度の R.I.会長テーマの意味を十

分にご理解いただき、意義ある地区大会にしていただ

きたいと思います。 

2 日間にわたる地区大会にご参加いただいた皆様に

は敬意を表するとともに、大会開催にご尽力ください

ましたホストクラブ、また実行委員会の皆様に心より

感謝申し上げます。 

（地区資料より転載） 

 RI 会長代理挨拶  石黒 慶一 様 

この度、RI 会長イア

ン・ライズリー様、令夫

人ジュリエット様の代

理として私どもが国際

ロータリー第 2550 地

区大会に出席させてい

ただく光栄に感謝申し

上げます。 

今や変革の時代を迎えていることはいろいろな場

面で言われてきています。いずれの組織において何も

問題が無いということは無いはずであります。変革に

向けてどんな些細な事でも見逃すことがないように

注意しなければなりません。ロータリーにおいても変

革に時代に即応する「危機管理」を常に考えておくこ

とは重要なことと思われます。従って、ロータリーが

将来国民から求められるもの（即ち、認知度を向上さ

せ仲間を増やすこと）になるには、今からその備え（い

わゆる危機管理）をして行動する必要があります。目

の前の危機から脱出することだけではなく、将来の危

機に対応するための変革への危機管理も重要な側面

ではないかと考えます。 

そのためには、ポール・ハリスがいう「ロータリー

は社会の変化に対応しなけれはならない」という言葉

の他に、ダーウィンが言う「環境に適応するものだけ

が生き延びる」、ニーチェの言う「脱皮できない蛇は滅

びる」を我々は今改めて考える時と思います。 

地区並びに各クラブにおいては、確固たる将来展望

の長期計画を持ち、その目標に向かって一歩一歩精進

していくしか変化への危機管理の解決策はないと考

えます。「失われた 10 年」という言葉は、いつの間に

か「失われた 20 年」となり、気がつけば「失われた

30 年」になるかもしれません。失われた○○年となら

ないように日頃から「危機管理」への対応が求められ

るのではないでしょうか？ 

作家五木寛之の著書（中央新書）「孤独の進め」の中

の一節、「そもそも人間の存在を固定化して考えるの

が間違いで、変わることを楽しむのが成熟というもの

です。」をご紹介して、変化を楽しむという余裕を持ち

たいものです。 

（地区資料より転載） 

会長よりの地区大会への要請 

 ロータリアンは環境問題にも目を向けている。 

 実施した奉仕活動を RI に報告する。 

 ロータリアンの平均年齢を下げ、クラブ会員基

盤の多様性を向上させる。 

 ロータリーが他の団体から一線を画す要素でも

ある高い倫理基準を維持する。 

 会長賞へ各クラブは挑戦して欲しい。 

 カナダ･トロント国際大会への参加を促す。 

LEADER 

L：Listen(人の話がよく聴ける) 

E：Explain(人に分かり易く説明できる) 

A：Assist(人に手を差し伸べられる) 

D：Discuss(人と十分意見交換ができる) 

E：Evaluate(人を評価してやれる) 

R：Respond(人の提言を尊重し対応できる) 

 

（スライドより転載） 

 



 来賓祝辞 

栃木県知事    宇都宮市長 

福田 富一 様   佐藤 栄一 様 

 記念セミナー 

｢栃木県のブランド力 UP！へのシナリオ｣ 

～団子 3 県から抜け出すには？ 

ブランド総合研究所 

代表取締役社長 田中 章雄 様 

『成功につなげるための 7 つの戦略』 

① 地域特有の資源やこだわり等で、付加価値を高め

る → 既存商品にはない新たな価値で差別化

する 

② 食べる、買う、遊ぶという複合的な「顧客視点」

で、商品やサービスを見直す → 連携させるプ

ロデュース、組織力が不可欠 

③ お客に体験してもらうことで、興味や価値を倍増

させる → 経験価値は顧客満足度を高め、ブラ

ンドの魅力を伝えるブランド伝道師になる 

④ わかりやすい戦略の柱と、儲かるビジネスモデル

の両面が必要 → イメージをけん引するシン

ボルと、住民や事業者が参加できる仕組みづくり 

⑤ 他人に伝えたくなる感動を作りだす → 顧客

が求めるのは感動や驚き。満足だけでは人に伝え

ない 

⑥ 栃木県内での交流･連携を高め、「KK 連合」を発

動せよ → 地域資源を活用した地域バリュー

チェーンの構築をめざせ 

⑦ バランスのとれた戦略がとれる人材を育て、持続

性を高める → 連携して持続的な戦略がとれ

る地域プロデューサーを育てる 

 

KK：北関東    （講演資料より転載） 

 

 特別参加者紹介 

❤米山記念奨学生 

劉 家萌 君 

❤青少年交換学生 

マニエレ・レナ・サラ さん 

 記念ワークショップ研修会 

【ロータリーを語ろう】 

 

 

 

元 RI 会長 

 田中 作次 様 

 

 

 

 

 

 

 

元 RI 研修リーダー 

 中村 靖治 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

米山記念奨学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

派遣学生帰国報告   青少年交換学生紹介 

 

 

 

2018～19 年度 地区大会 
伊東 永峯ガバナー年度 

日 程：2018 年 10 月 26(金)～28(日) 

会 場：宇都宮グランドホテル 

ホストクラブ：宇都宮西ロータリークラブ 

 

本日の 

プログラム 

10/19 
外部卓話 

 

次回の 

プログラム 

10/26 

老人身障者 

スポーツ大会 

 

 

 

 

月間予定 

出席者     出席報告   出席委員会  馬場 照夫君 

在籍 57名 出席免除者 2名（有資格者 2名 + 有理由者 0名） 

例 会 日 出席義務 事前MU 事後MU 出席者 内免除者 欠席者 出席率(%) 

補正後  9月 28日 55 3 2 42 1 9 83.92 

本 日 10月 15日 55 2 - 33 0 20 63.64 

月間出席率 ( % ) 

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 

95.72 94.44 90.94          

※例会欠席は AM11:00までに必ず事務局（TEL.0285-84-2511 FAX.0285-84-2510）までお知らせください。 


